
１．eラーニング「事前学習」の目的

（H29年度第３回企画検討会にて定義）

 何について学ぶのかを知る

 何が分からないのかを知る

 受講に必要な最低限の知識を身につける

２．今年度の実施方針

（H29年度第６回企画検討会 資料２-８より）

【第１期】

 「警報避難」の内容を改善し、実施。

 LMSを調査し、課題が解決できるより良いLMSがあれば利用する。

（なければ、現在と同じLMSを利用）

【第２期】

 「警報避難」に加えて下記の５コースで実施※したい。

・防災基礎

・災害への備え

・応急活動・資源管理

・被災者支援

・復旧・復興

※「事前学習」を実施しているコース

＜第２期実施に向けて＞

• 事前学習用の「テスト作成マニュアル」を準備する。

• 第２期の実施に向け、年度当初から作成に着手。
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３．今年度の対応(案)

H29年度「第６回企画検討会」で検討
今年度の具体対応

大区分 小区分 課 題 対応方針

１

シ
ス
テ
ム

テスト

• 画面が見づらい

• 9問以上続けて出題でき
ない

• ログの入手に時間がかか
る 等

• 問題点を踏まえ、よ
り適切な「LMS」が
ないか調査する

• テスト・教材ともに
より適切に実施でき
るLMSの調査・選定

教材

• 画面が見づらい

• 印刷ができない

• ログの活用が難しい 等

• 教材の閲覧は有効で
あり引き続き実施

• 提供方法については
今後要検討

２

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

実施時期 • 適切だった（課題なし） • 研修の１ヶ月半前 • 同左

実施期間 • 適切だった（課題なし） • ２週間 • 同左

講師への
結果の
提供時期

• 適切だった（課題なし）
• 資料提出期限の１週
間前

• 同左

コーディ
ネーター

への
結果の
確認期間

• １日では十分な確認がで
きなかった

• 可能であれば５日

※実現するには、ログ
の入手期間が短い
LMSに変更する必要
がある。

• より良いLMSに変更し、
コーディネーターの
ログ集計結果の確認
期間を確保

３
ロ
グ集計・活用

• ログの集計結果を講義資
料や講義にどのように反
映してよいかわからな
かった

• 講師に具体的な活用
方法（例）を提供す
る。

• LMSの検討と合わせ
提供方法について改
善を図る。

• ログの集計方法の見
直し

• 講師へ提供する情報
内容の見直し・簡易
化

４

（
新
た
に
追
加
）

コ
ン
テ
ン
ツ

テストの
作成方法

• 各コースでテストの作り
方が統一される必要があ
る

-
• テストの作成方法を
確立し、マニュアル
を作成

教材の作成
方法

• 教材からテスト問題がつ
くりづらい

-

• 教材「標準テキス
ト」の内容を改善・
確立し、マニュアル
を作成
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４．eラーニング「事前学習」の実施スケジュール

（１）eラーニング開発・試行の方針の検討

第１回 企画検討会
6/11

LMSの調査・選定

平成29年度企画検討会で検討したeラーニング整備に係る課題と対応策、実施方針

＜「警報避難」のデモ版の開発＞

コーディネーターと相談し実施 ＜「５コース」の案の検討＞

※事務局で実施

• 防災基礎

• 災害への備え

• 応急活動・資源管理

• 被災者支援

• 復旧・復興

（１）ｅラーニング試行の方向

• 警報避難のデモ

• 教材及びテストの作成・提供の方法

• ログの分析・提供の方法

第２回 企画検討会8/6

有明の丘研修（第１期）の事前学習の実施

「警報避難」

有明の丘研修（第２期）の事前学習の実施 （全６コース）12月下旬

～2月

＜「警報避難」のデモ版の改善＞

（１）eラーニングの実施報告
（２）改善方向の検討

第３回 企画検討会11/13

（１） eラーニング（６コース）試行の方向

第４回 企画検討会12/12

＜「警報避難」第1期版の見直し＞

（１） eラーニングの実施報告
（２）今後のeラーニングの方向の検討

第５回 企画検討会3/18

＜「５コース」の案の確認・指導＞

WG②：事務局案を基に、
各コーディネーターと相談し開発

8月中旬

～9月

WG③：検討会の結果を反映

※事務局で実施

コーディネーターとの作業
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５．eラーニング「事前学習」の流れ

 基本的な流れはH29年度と同様

 教材についてはLMS内で閲覧できるようにする

防災スペシャリスト養成研修
ホームページ

トップページ

ｅラーニングサイト
（LMS)

トップページ

ログイン

テスト
共通コース／警報避難コース

教材
共通コース／警報避難コース

事務局受講者

ログの集計

問
い
合
わ
せ
対
応

コーディネーターに集計結果の報告

講師に講義にかかる情報の提供

警報避難コース 研修当日

修了証

アンケート

アンケート

事前学習をメールで通知

ｅラーニング

「事前学習」

• 受講のお願い
• 受講について
• 困ったときは

【単元１】
（スライド学習）

【単元２】～

【コースの概要】

【単元１】

正解・解説：文章＋図

問題：ランダム出題

【単元２】～

正解

解答：○または×

不正解
解答結果

【コースの概要】

警報等の種類と内容 c-2

○気象庁の防災情報提供システムや国土交通省の川の防災情報では、市町村向けに、
リアルタイムの降水量、水位等の数値や範囲を示す情報を配信。

○定期的又は随時に更新されることから、常に最新の情報の入手・把握に努めることが
重要。

○時間を追って段階的に発表される防災気象情報を活用して、早めの避難行動をとる
ことが重要。

情報の種類 情報の役割

気象

特別警報、
警報、注意報

特別警報：重大な災害の起こるおそれが著しく大きい旨を示し

て行う警報
警 報：重大な災害の起こるおそれがある旨を警告して行う

予報
注意 報：災害の起こるおそれがある旨を注意して行う予報

気象情報
台風その他の気象等についての情報を発表するもの

警報等に先立つ警戒･注意の喚起や､警報等発表中に現象の
経過等を解説する役割を持つ

記録的短時間

大雨情報

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測･解析したと

きに発表する情報

土砂災害

警戒情報

大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時、市町村長が

避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難の参考とな
るよう、都道府県と気象庁が共同で発表する情報

台風情報
台風が発生した場合及び日本への影響が大きくなった場合に

おいて、台風の状況の周知と防災対策の必要性を喚起するた
めに発表する情報

津波情報
地震が発生した時に、地震が発生してから約３分を目標に、大

津波警報、津波警報または津波注意報を、津波予報区単位で
発表する情報

火山情報

全国111の活火山を対象とした、観測・監視・評価の結果に基づ

く噴火警報・予報を、気象庁が噴火災害軽減のために発表する
情報

気象庁が発表する主な防災気象情報

関係機関から市町村までの警報等の流れ
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